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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
結晶エピタキシャル技術とならぶ磁場結晶整列技術である磁場配向法を用い、世界に先駆けて高配向高

温超伝導バルク材の作製を実現した点が主たる研究成果である。 

 この成果を得る過程で、各種の希土類を用いた高温超伝導体の単結晶作成技術の研究、希土類元素が

磁気異方性に及ぼす効果に関して、物質科学、磁気科学的知見を定量的に明らかにした点も重要な成果

である。 

 これら研究により、磁場配向三軸結晶材料が超伝導分野における光学的応用に発展できる可能性を示

した。 

 本研究の独創性は研究業績にも反映されており、博士（工学）の学位を授与されるにふさわしい成果

ならびに人物であると判断するものである。 

 

２.審査の経過と結果 
（１）平成２６年１月１５日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、5 名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）平成２６年２月１３日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２６年２月１９日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


